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Cefatrizineは 米国 ブリス トル研究所で開発された経

ロセファロスポリン系抗生剤であり,Cephaiexinと 比

較すると抗菌力の面ですぐれ,吸 収,排 泄はほぼ匹敵す

るとされている1)。

われわれは22症 例に本剤を使用 したので,そ の臨床

成績を報告する。

1.　 対 象

信楽園病院内科でとり扱った22症 例で,男 性9例,

女 性13例,年 齢は8歳 から96歳 にわたっている。呼

吸器感染症19例,腸 管感染症2例,尿 路感染症1例

で,原 因菌の明らかな ものは少 く,主 な分離菌を表示し

た。原因菌 と考えることのできたのは尿路例のE.coli

呼 吸器例で症例1のKlebsiella,症 例9の β 型連鎖球

菌,症 例12のHaemoPhilus,症 例14のPseudomo-

m3,症 例17のStaPh.mreu3だ けであった。症例16

は 赤血球寒冷凝集価,マ イコプラスマ補体結合価が高値

を示 し,X線 所見からもマィコプラスマ感染症と考えら

れた。

症例3は 血液透析を うけている慢性腎不全患者であっ

た。

2.　 投 与 量,方 法

呼吸器感染症では1日0.75～2gを3回 ないし4回 に

分けて服用させた.多 くの症例が1日1g以 下 であった

が,重 症度,体 重によっては1.5～2gを 使用 した。 小

児の肺炎が4例 含 まれ ているが1例 が0.759,3例 が

1gで あった。 投与期間はおおむね1週 間から2週 間で

あ ったが,1日2gを38日 間使用した肺癌混合感染

例がある。尿路感染症は1日19,腸 管感染症は1gと

2gを それぞれ4回 に分けて投与 した。

3.　 効 果 判 定 基準

原因菌の判明しているものはその消長を加味 し,臨 床

症状の改善の度合によって著効excellent,有 効good,

や や有効siightiy good,無 効poorの4段 階 に分け

た。

4.　 副作用についての詮索

服用時の 胃腸障害,発 疹 な ど臨床的副作用の観察の

他,腎,肝,骨 髄機能に関する検査を定期的に行なっ

た。

腎機能については血清尿素窒素(BUN)と クレアチニ

ン(Cr),肝 機能はアルカリフォスフ ァターゼ(Ai-P)

と トランスアミナーゼ(GOT,GPT),骨 髄機能に関し

ては末梢血のヘマ トクリット(Ht)と 白血球数(WBC),

それに全身的過敏症のチ ェ ックも含めて好酸球百分比

(Eosin)を 指標とした。

5.　 結 果

(1) 臨床効果(Table 1,2)

前述 の基準にしたがって判定し,著 効5,有 効10,や

や有効7の 成績であった。

著効例の うち,症 例2,症 例18はHaemophilusが

分離 されたが,臨 床症状改善後もひき続き分離されてお

り,原 因菌とは考えていない。臨床経過から著効と判断

した。腸管,尿 路感染の3例 はいずれもよい結果が得ら

れたが,呼 吸器系でKlebsiella,Pseudomomsの 分離

されたものでは効果の不充分のものが多かった。また症

例16は マイコプラスマ感染症と考えられ,2週 間の治

療で僅かな陰影の吸収をみたに留まった。

投与量別には1日 量1g以 下 の16例 では著効4,有

効8,や や有効4,1日 量1.59以 上 の6例 は著効1,

有効2,や や有効3で あった。

(2) 副作用(Table3, 4)

胃腸 障害,発 疹などの臨床的な副作用はみ られなかっ

た。

治療開始前 と終了時の検査成績をTable 2に 示す。

投与前の検査の行なわれなかったもの,一 部の項 目のも

れたものがあるが,検 査を行なった範囲では腎,肝,骨

髄機能に異常を来 した と思われ るものはみられなかっ

た。症例2は 総量7gで トランスアミナーゼの上昇があ

ったが,正 常範囲内であった。 好酸球の5%以 上の上

昇が2例(症 例16,21)み られたが,発 疹や肝機能異常

を伴 うものではなかった。

6.　 代 表 症 例

症例18Y.M.女,8歳(Fig.1,Photo.1,2)

昭和50年 の夏,新 潟地方に流行した若年者肺炎の1

型 で,高 熱,乾 性咳嗽,消 化器症状を主徴とし,ASCO,

赤血 球寒冷凝集反応(CHA),そ れ に表示していないが

マイコプラスマ補体結合反応も128倍 陽性と上昇してい
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た。 喀 痰 培 養 で はHaemophilus属 だ け で β-Strept.

は 分 離 され な か った が,ASCOの 上 昇 か らみ て 関 与 は あ

っ た もの と思 わ れ る。 マ ィ コ プ ラ スマ 感 染 に β-Strept.

に よ る肺 炎 の合 併 した もの と考 え,Cefatrizine 1gを7

日間 使 用 し て順 調 に 下熱 し,胸 部X線 像 も急 速 に 改 善 し

た 。

症 例6 M.T.女,30歳(Fig.2)

急 性 腎 炎 で 入 院 治 療 中,尿 路 感 染 を 起 し,高 熱,右 側

腹 部 痛,膿 尿 を み た 。 尿 培 養 でEcoliが107/ml以 上

の 数 で 分 離 され,デ ィ ス ク法 でCEXに(升)の 感 受 性

を示した。Cefatrizinelgを13日 間使用し,こ の間急

速な下熱,側 腹部痛の消失,膿 尿,細 菌尿の改善をみた。

7.　 考 按

経 ロセファロスポリン系抗生剤として従来使用されて

きたCephaiexinは,吸 収,排 泄の面で経口剤としては

極めてす ぐれたものであったが,抗 菌力が劣 り,血 中濃

度半減期が短いところから,軽,中 等度の感染症に使用

が限定され,1日 量として2～3gが 必要 であった2)。

事実,呼 吸器感染症な どでは1日0.75～1gを 使用さ

れて改善をみない症例に しばしば遭遇 してきた。

Table 1. Clinical results of cefatrizine (1)

Table 2. Clinical results of cefatrizine (2)
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Cefatrizineは 吸収,排 泄面でCephaiexinに ほぼ匹

敵し,抗 菌力ではグラム陽性菌に対し1～2段 階,グ ラ

ム陰性菌で2～4段 階す ぐれている1)。 内服剤で血中濃

度を2倍,4倍 と上げ てい くのは容易なことではない

が,同 じ血中濃度で抗菌力が数段階優っているならば,

す ぐれた臨床効果が期待できるわけである。

われわれの22症 例中,16例 は1日1g以 下の投与

であるが,著 効4,有 効8,や や有効4の 成績であっ

Table 3. Laboratory findings before and after cefatrizine therapy (1) 
B : before therapy, A: after therapy

Table 4. Laboratory findings before and after cefatrizine therapy (2) 
B : before therapy, A : after therapy



VOL 24 NO 9  CHEMOTHERAPY  1727

た。この中には体重が40kgに 満 たない ものが約半数

あ り,腎 不全例もあるのてこれらの症例に対 しては充分

量が使用されたとい うべきてあろうが,内 服剤として有

効率は高いとい うことがてきる。

1日 量が15～2gの 症例て,効 果が投与量に比例 し

てす ぐれているわけてはないが,こ れは重症度や冶療の

適応の問題もあり,い ちかいに結論つけることはてきな

いであろう。

厳密な比較をしたわけてはないが,呼 吸器感染症を中

心とした22症 例に使用 した経験 か らは,Cephalexin

に比 しす くれた効果の期待できる薬剤 とい う印象を得て

いる。

胃腸障害,発 疹などの副作用,ま た腎,肝,骨 髄に対

する障害はみられなかった。

8ま と め

呼吸器感染症を中心 とした22症 例にCefatrizlneを

使 用した。16例 が1日1g以 下,6例 が1.5gま た は

2gで あったが,著 効5,有 効10 ,や や有効7の 成績

てあった。

副作用 と思われるものは全 くみられなかった。

Photo 1 X-P findings of case 18 3 days after 

beginning of cefatrizine therapy

Rhoto. 2 X-P findings of case 18. 4 days after 

end of cefatrizine therapy

Fig. 1 Y. M. •Š 8 yr. Pneumonia Fig 2 M T F. 30 yr. Acute pyelonephritis
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本 研 究 に 用 い られ たCefatrizineは 萬 有 製 薬(株)か

ら提 供 さ れ た 。
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Cefatrizine was applied in 22 cases of which 19 were pulmonary, 2 were intestinal tract, and L 

was urinary tract infection.

The daily doses were from 750 mg to 2, 000 mg, and the results obtained were excellent in 5, good 

in 10, slightly good in 7.

No side-effect was noticed clinically and in renal, liver and bone-marrow functions.


